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■
Ｊ
Ｂ
Ｅ
／
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
下
水

道
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

公
共
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
下

水
道
施
設
に
お
い
て
も
地
球

温
暖
化
へ
の
取
り
組
み
、
す

な
わ
ち
脱
炭
素
化
へ
の
施
策

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
下
水
道
で
の
脱

炭
素
化
施
策
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
Ｎ

２

Ｏ
（
一
酸
化
二

窒
素
）
対
策
、
創
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
お
よ
び
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
４
つ
の
施
策
が

柱
で
あ
り
、
こ
れ
に
向
け
た

検
討
や
技
術
開
発
が
産
官
学

で
行
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の

４
つ
の
施
策
だ
け
で
は
Ｃ

Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
排
出

を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
実
質

的
に
困
難
で
あ
り
、
ど
う
し

て
も
残
余
排
出
Ｃ
Ｏ
２

を
避

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
緩

和
・
解
消
す
る
第
５
番
目
の

施
策
と
し
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
技
術（Negat

ive Emission Technolog

ies

：
Ｎ
Ｅ
Ｔ
ｓ
）
へ
の
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

他
方
、
新
た
な
下
水
道
分

野
の
役
割
と
し
て
、
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
だ
け
で
は

な
く
、
放
流
先
で
あ
る
海
域

に
対
し
て
、
持
続
可
能
な
水

産
活
動
が
育
め
る
豊
か
な
海

へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
と

し
て
、国
土
交
通
省
で
は「
栄

養
塩
類
の
能
動
的
運
転
管
理

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）」
を

令
和
５
年
３
月
に
公
開
し
、

放
流
水
の
処
理
水
質
を
適
正

に
管
理
す
る
こ
と
で
、
必
要

な
時
期
に
必
要
な
栄
養
塩
類

を
増
量
し
て
供
給
す
る
手
順

を
提
示
し
て
い
る
。
海
域
で

適
切
な
栄
養
塩
類
濃
度
を
維

持
す
る
こ
と
は
、
対
象
海
域

で
の
藻
場
を
維
持
拡
大
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の

吸
収
・
貯
留
、
つ
ま
り
「
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」
の
役
割
も

期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

上
記
の
状
況
を
踏
ま
え

て
、
下
水
道
分
野
で
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
技
術

と
し
て
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
産
官
学
メ

ン
バ
ー
で
の
検
討
を
進
め
る

こ
と
と
し
た
。
令
和
５
年
３

月
に
Ｊ
Ｂ
Ｅ
／
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
の

も
と
に
産
官
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
発
足
し
、「
下
水
道
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
構
想
」（
図

１
）
の
具
体
化
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
一

環
と
し
て
、
よ
り
実
用
的
で

実
務
的
な
情
報
を
現
場
に
て

取
得
す
る
目
的
で
、
フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
令
和
５
年

10
月
に
実
施
し
た
フ
ィ
ー
ル

ド
調
査
に
つ
い
て
報
告
す

る
。

■
沿
岸
生
態
系
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
：
鳥
羽
湾
で
の
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
取
り
組
み

今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

の
対
象
と
し
た
鳥
羽
湾
は
、

伊
勢
湾
や
三
河
湾
な
ど
と
共

に
中
部
地
方
に
お
け
る
水
産

業
を
担
う
代
表
的
な
海
域
の

一
つ
で
あ
る
。
他
の
海
域
と

同
様
に
、
気
候
変
動
な
ど
に

よ
る
環
境
変
化
の
影
響
で
水

産
資
源
や
藻
場
が
減
少
し
て

お
り
、
漁
獲
量
の
減
少
に
苦

慮
し
て
い
る
。
漁
場
環
境
の

保
全
・
回
復
が
急
務
で
あ

り
、
同
湾
で
は
水
産
資
源
を

は
じ
め
と
す
る
海
洋
生
物
の

生
産
基
盤
と
な
る
藻
場
の
回

復
に
向
け
た
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
。

鳥
羽
湾
に
お
い
て
は
、
国

立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信

研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の

委
託
研
究
に
よ
り
、
鳥
羽
商

船
高
等
専
門
学
校
、
三
重
大

学
大
学
院
生
物
資
源
学
研
究

科
、
三
重
県
水
産
研
究
所
、

鳥
羽
市
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会

社
、
株
式
会
社
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
総

合
研
究
所
を
構
成
員
と
す
る

「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
貯
留
量

の
自
動
計
測
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
よ
る
漁
村
の
脱
炭
素
・

収
益
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
」（
鳥
羽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

が
進
行
中
で
あ
る
。

同
シ
ス
テ
ム
は
、
水
中
カ

メ
ラ
セ
ン
サ
ー
デ
バ
イ
ス
で

撮
影
し
た
画
像
を
、
機
械
学

習
を
用
い
て
処
理
し
、
藻
類

の
種
類
を
識
別
す
る
も
の
で

あ
る
。
計
測
時
の
位
置
情
報

と
組
み
合
わ
せ
て
、
対
象
エ

リ
ア
別
の
藻
類
の
種
類
、
繁

茂
位
置
、
体
積
を
算
出
し
、

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
貯
留
量

を
評
価
可
能
と
し
て
い
る
。

す
で
に
、
試
作
機
を
使
っ
た

藻
場
の
水
中
画
像
の
取
得
に

成
功
し
て
い
る
。

当
日
は
三
重
大
学
お
よ
び

鳥
羽
市
水
産
研
究
所
が
保
有

す
る
二
艘
に
乗
船
し
、
藻
場

付
近
で
の
計
測
デ
モ
を
見
学

し
（
写
真
１
）
、
同
シ
ス
テ

ム
の
技
術
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、

計
測
時
の
工
夫
や
留
意
事
項

な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク

レ
ジ
ッ
ト
認
証
を
取
得
す
る

際
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る

藻
場
面
積
計
測
コ
ス
ト
の
削

減
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
で

き
る
。

ま
た
、
鳥
羽
市
水
産
研
究

所
で
実
施
さ
れ
た
意
見
交
換

会
議
に
お
い
て
は
、
冒
頭
で

Ｊ
Ｂ
Ｅ
／
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
顧
問
の
田
中
宏
明

氏
（
信
州
大
学
特
任
教
授
・

京
都
大
学
名
誉
教
授
）
か
ら

下
水
道
に
よ
る
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
貢
献
へ
の
意
義
が
述
べ

ら
れ
た
後
、
株
式
会
社
日
立

製
作
所
・
山
野
井
一
郎
氏（
研

究
開
発
グ
ル
ー
プ
、
ユ
ニ
ッ

ト
リ
ー
ダ
主
任
研
究
員
）
と

株
式
会
社
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
齋
藤

匠
氏
（
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
、
地

域
共
創
室
長
）
か
ら
両
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
状
況

の
説
明
と
議
論
が
実
施
さ
れ

た
。
今
後
も
継
続
的
に
両
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連
携
可
能
性

を
検
討
し
て
い
く
計
画
で
あ

る
。

■
下
水
処
理
場
季
節
別
運
転

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
：
三
重
県

下
水
道
公
社
で
の
取
り
組
み

三
重
県
が
面
す
る
海
域
で

は
、
流
域
で
の
水
質
総
量
削

減
計
画
な
ど
で
の
効
果
に

よ
っ
て
、
窒
素
や
リ
ン
な
ど

の
栄
養
塩
類
の
水
質
が
改
善

さ
れ
て
き
た
。
他
方
、
近
年

に
お
い
て
は
、
一
部
の
海
域

が
貧
栄
養
化
の
傾
向
を
示
し

て
お
り
、
磯
焼
け
（
貧
植
生

状
態
）
や
海
苔
の
色
落
ち
な

ど
、
水
産
業
へ
の
影
響
が
現

れ
る
ケ
ー
ス
が
三
重
大
学
な

ど
の
研
究
機
関
か
ら
報
告
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
地
元
水
産
関

係
者
な
ど
か
ら
は
、
湾
へ
の

主
要
な
栄
養
塩
供
給
源
で
あ

る
下
水
処
理
場
に
対
し
て
、

栄
養
塩
類
が
不
足
す
る
時
期

に
窒
素
、
リ
ン
の
放
流
濃
度

を
高
い
水
準
に
維
持
す
る
季

節
別
運
転
の
要
望
が
出
さ
れ

て
い
る
。
三
重
県
で
は
、
こ

う
し
た
要
請
に
応
え
る
た
め

に
「
き
れ
い
で
豊
か
な
海
」

に
貢
献
す
る
施
策
を
積
極
的

に
検
討
し
て
い
る
。

三
重
県
内
で
６
カ
所
の
下

水
処
理
場
を
維
持
管
理
す
る

公
益
財
団
法
人
・
三
重
県
下

水
道
公
社
に
お
い
て
は
、
す

で
に
５
カ
所
の
下
水
処
理
場

で
の
季
節
別
運
転
（
栄
養
塩

類
の
能
動
的
管
理
運
転
）
を

先
行
的
に
試
行
し
て
い
る
。

今
回
は
宮
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
三
重
県
伊
勢
市
、
現
在
処

理
能
力
：
２
万
６
８
０
０
立

方
㍍
／
日
、
処
理
方
法
：
嫌

気
・
無
酸
素
・
好
気
＋
凝
集

剤
添
加
＋
急
速
ろ
過
）
を
訪

問
し
、
現
場
視
察
お
よ
び
職

員
と
の
意
見
交
換
会
議
を
実

施
し
た
。
会
議
冒
頭
で
は
、

同
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
・
中

村
高
弘
氏
よ
り
施
設
・
処
理

概
況
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。

同
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
季
節
別
運

転
の
調
査
を
開
始
し
、
窒
素

に
つ
い
て
は
生
物
反
応
槽
の

循
環
量
変
更
に
よ
る
脱
窒
抑

制
、
リ
ン
に
つ
い
て
は
凝
集

剤
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
注
入
基
準
変

更
で
対
応
し
て
い
る
。
令
和

４
年
11
月
以
降
は
、
放
流
水

質
基
準
が
全
窒
素
20
㎎
／
Ｌ

（
従
来
10
㎎
／
Ｌ
）、
全
リ
ン

２
・
０
㎎
／
Ｌ
（
従
来
１
・

０
㎎
／
Ｌ
）
と
な
り
、
更
な

る
栄
養
塩
類
の
増
量
供
給
を

試
み
て
い
る
。
全
リ
ン
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
度
に
対

す
る
令
和
４
年
度
で
の
濃
度

比
率
が
約
１
・
５
倍
程
度
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
窒

素
で
は
、
令
和
４
年
度
実
績

で
通
常
運
転
系
列
と
比
較
し

た
脱
窒
抑
制
系
列
で
の
濃
度

比
率
が
約
１
・
６
倍
と
な
っ

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。

　

現
場
で
の
施
設
見
学
（
写

真
２
）
に
お
い
て
は
、
季
節

別
運
転
に
お
け
る
工
夫
（
活

性
汚
泥
の
性
状
悪
化
を
考
慮

し
た
循
環
率
の
調
整
な
ど
）

や
苦
慮
し
て
い
る
点
（
脱
窒

素
抑
制
に
伴
う
最
終
沈
殿
池

で
の
汚
泥
浮
上
な
ど
）
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
さ
ら
に
意
見
交
換
会
議

で
は
、
課
題
解
消
に
向
け
た

施
策
や
上
位
計
画
で
あ
る
流

域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画

や
水
質
総
量
規
制
と
の
関
係

な
ど
に
つ
い
て
の
議
論
が

あ
っ
た
。
実
務
に
根
差
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
は
、
今
後

の
下
水
道
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

構
想
の
検
討
に
反
映
し
て
い

く
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の

展
開今

年
度
内
は
、
フ
ィ
ー
ル

ド
調
査
や
メ
ン
バ
ー
間
で
の

議
論
に
基
づ
く
技
術
体
系

（
図
２
）
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
、
お
よ
び
社
会
実
装
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
策
定
に
注
力
す

る
計
画
で
あ
る
。
同
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
含
む
検
討
内
容
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
報
告
書

と
し
て
ま
と
め
、
令
和
５
年

８
月
に
実
施
し
た
下
水
道
展

併
催
企
画
の
セ
ミ
ナ
ー
（
下

水
道
で
の
能
動
的
運
転
管
理

に
よ
る
豊
か
な
海
づ
く
り
と

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
へ
の
期

待
：
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主

催
、
国
土
交
通
省
水
管
理
・

国
土
保
全
局
下
水
道
部
流
域

管
理
官
付
と
の
共
催
）
と
同

様
な
形
式
で
対
外
的
な
発
信

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
令
和
６
年
年
度
以

降
は
、
モ
デ
ル
海
域
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
内
で
の

チ
ー
ミ
ン
グ
に
よ
る
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
な
ど
、
本

格
的
な
実
証
試
験
の
準
備
を

進
め
る
計
画
と
な
っ
て
い

る
。

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
促
進
の
た
め
の

栄
養
塩
供
給
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

図１　「下水道ブルーカーボン構想」の概要

図２　下水道ブルーカーボン構想の技術体系（令和５年12月時点）

写真１　鳥羽湾フィールド調査の様子

写真２　宮川浄化センターでの意見交換会議・施設見学の様子

「下水道ブルーカーボン構想」実現へ

認証に向け効率的手法検討
寄稿


